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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

「
第
41
回
内
子
町
読
書
活
動
研
究

集
会
」
を
終
え
て

　
読
書
活
動
推
進
を
目
的
と
し
た

「
内
子
町
読
書
活
動
研
究
集
会
」

は
11
月
12
日
、
内
子
座
で
開
か

れ
、
内
子
町
内
の
各
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
や
住
民
な
ど
、
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
、
詩
人
の
谷
川

俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
と
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
作
曲
家
の
谷
川
賢け

ん
さ
く作

さ
ん
親

子
を
招
い
て「
詩
と
音
楽
の
お
く

り
も
の
～
谷
川
俊
太
郎
＆
谷
川
賢

作
の
世
界
～
」と
題
し
た
記
念
公

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
演
は
俊
太
郎
さ
ん
が
自
身
の

作
品
を
朗
読
し
、
賢
作
さ
ん
が
伴

奏
や
演
奏
を
す
る
内
容
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
俊
太
郎
さ
ん
は
教
科

  

文
学
講
座

▽
２
月
13
日
（
土
）午
前
10
時
〜

▽
内
容
：「
平
安
文
学
の
ヒ
ー

　
ロ
ー
た
ち
」
〜
時
代
と
と
も

　
に
変
わ
る
ヒ
ー
ロ
ー
像
〜

▽
講
師
：
村
山
洋よ
う
こ子
さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

２
月
６
日
　
ゆ
り
か
ご

　
　
13
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
20
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
27
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

書
に
出
て
く
る
詩
な
ど
を
朗
読
。

心
に
染
み
る
よ
う
な
声
で
、
言
葉

の
一
つ
一
つ
に
込
め
た
思
い
を
伝

え
、
言
葉
の
力
や
詩
の
面
白
さ
を

表
現
し
て
い
ま
し
た
。
賢
作
さ
ん

は
、
親
し
み
の
あ
る
童
謡
か
ら
情

熱
的
な
ジ
ャ
ズ
ま
で
を
演
奏
し
、

観
客
を
音
楽
の
世
界
へ
い
ざ
な
い

ま
し
た
。
ま
た
息
の
合
っ
た
親
子

の
会
話
は
、
人
間
味
に
溢
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
や
仲
の
良
さ
な

ど
、
親
子
の
絆
を
感
じ
る
も
の
で

し
た
。

　

谷
川
さ
ん
親
子
の
公
演
は
、
児

童
・
生
徒
や
参
加
し
た
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
本
物
の
芸
術
に
触
れ
る

喜
び
と
、
詩
や
音
楽
を
味
わ
う
楽

し
さ
が
伝
わ
る
、
素
晴
ら
し
い
贈

り
物
に
な
り
ま
し
た
。

  

２
月
の
企
画
展

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑧
》

▽
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

　「
内
子
座
を
画
く
版
画
展
」

　
〜
山
田
き
よ
さ
ん
〜

谷川俊太郎さん（右）と賢作さん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

あやつられ文楽鑑賞
三浦しをん／著

直木賞作家がいかにして文楽に恋を
し、はまっていったのか……。文楽
の真髄に迫る愛と笑いに溢れたエッ
セイ。第11章は「内子座に行く」

きょうも箸袋でラブレター
歌代子／著

弁当だけでは伝えきれない愛を、箸
袋に描いたイラストに込めて……。
50代夫婦の箸袋を使ったコミュニ
ケーションと幸せの作り方を大公開

よみきかせこころを育てるお話90
田島信元／監修

親子で楽しめる、読み聞かせにぴっ
たりな話集。周りの人々や動物たち
との関わりで、子どもの好奇心を刺
激する、日本と世界の話を収録

とけいのおうさま
こすぎさなえ／著

時計の国の王様は、顔に２本の針が
ついていて、正確に時間を刻みます。
ある日、のんびり屋さんの王様は、
時間を守ることが嫌になって……
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派遣生が成果を報告――第21回青少年海外派遣事業――

　28年３月にドイツ・ローテンブルク市から市長
を含む32人が内子町を訪れます。訪問に合わせて
ホームステイの受け入れと歓迎会をします。興味
のある人、参加を希望する人は、当協会事務局に
お申し込みください。
《ホストファミリーの募集》
●滞在期間　
　▷大人　３月21日（月・祝）～ 24日（木）
　▷子ども３月21日（月・祝）～ 26日（土）
●申込期限　２月22日（月）
※詳しくは、お問い合わせください。

《歓迎交流会の参加者募集》
●日時　３月22日（火）午後７時～
●場所　内子町共生館
●参加費　大人3,500円、中・高校生2,000円
●申込期限　２月29日（月）

「ホストファミリー」と「歓迎交流会参加者」を募集します

◉寄付のお礼　（公財）内子町国際交流協会へ寄付をいただきました。心からお礼を申し上げます。
金一封　山内　三郎　様（平岡）

　「第21回青少年海外派遣事業」の報告会を12月
21日、内子自治センターで開きました。派遣生は、
環境保全や生活習慣などドイツ・ローテンブルク市
とイギリス・エディンバラで行った研修の成果や感
想を５つのグループに分かれて発表しました。そ
の一部を紹介します。
《ローテンブルク市の町並み保存》
　ローテンブルク市の城壁内は、条例などで厳し
い制約をかけて町並みを守っています。しかし城
壁外の建物は規制が緩く、城壁外に移り住む人が
増えているそうです。以前は8,000人が城壁内に
住んでいましたが、今は2,500人まで減りました。
予算不足や空き家の増加などの課題もあります。
　町並みの良さと保存の難しさの両面を学ぶこ
とができ、内子町の町並みを見る目が変わりまし
た。これからは、もっと町並み保存を意識しなが
ら生活したいです。

《ドイツの学校生活》
　オーバーシェッケンバッハ小学校では、３年生
の英語の授業に参加しました。児童は絵を描いた
り、工作をしたりしながら楽しそうに学んでいま
した。授業中の指示は全て英語で、小学３年生と
は思えない英語力には圧倒されました。
　宗教やフルート、コーラスなど日本にない教科
があることや、校庭にリンゴがなっていたり、き
れいな芝生があったりすることに驚きました。国
が違うと異なることが多く、面白かったです。

オーバーシュッケ

ンバッハ小学校で

の英語の授業風景

歓迎交流会でホス

トファミリーと一緒

に記念撮影
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